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【目的】
従来より、一側性難聴のために CROS補聴器が利用されてきた。今回、RIC補聴器のレシーバを延長

した新発想クロス補聴器（EHIME : Extended―wired Hearing Instrument for Mono―hearing Ear）を開発
し、学齢期一側性難聴児に適用した事例を報告する。
【方法】

7～17歳の一側性難聴の児童生徒 6名とその保護者 6名を対象に、10の想定した場面ごとに困難度、解
決への意欲を調査した。調査の結果から、補聴器装用に意欲がある 2名を抽出した。抽出された 2名の対
象児に、実耳測定、語音明瞭度検査による評価と調整に基づき、EHIMEの適用を行った。再度、質問紙
調査を行うことで、学齢児を対象とした EHIMEの有用性を検討した。
【結果】
雑音下での語音明瞭度から装用による効果と逆効果が認められた。CROS補聴器を装用することによる
わずらわしさと補聴による快適さを NRSによる測定したところ、適応 2症例とも、快適さがわずらわし
さを上まわった。
【考察】

7症例に対する困難度評価では、5例は一側性ゆえの聞こえにくさを困難と感じてはいるが、その程度
は補聴器の装用を希望するほどに強くなかった。一方、2例は補聴器による解決を望み、EHIMEの試聴
を行ったところ、語音明瞭度、NRSによる評価とも良好であり、必要場面において常時装用に至った。
EHIMEに限らず、一側性難聴児へのクロス補聴器の適用は、生活場面での困難度が高く、かつ、それへ
の解決意欲がある場合に行うことで良好となると考えた。
【結論】
一側性難聴児にクロス補聴器を適用する際に困難度と解決意欲の調査を行い、困難度が高く、解決意欲

が高い事例に新発想クロス補聴器 EHIMEを適用したところ、良好な結果が得られた。
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